
少子化対策における「地域アプローチ」とは何か
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 少子化対策を進めるには、国における経済的負担の

軽減（幼児教育・保育の無償化等）や、働き方

改革（長時間労働の是正等）などの取組に加えて、

地方創生の観点からの取組を推進する必要がある

 出生率や出生率に関連する各種指標の状況は

地域によって異なっており、その要因や課題等は

多くの分野にまたがっていると考えられる

 このため、各地方公共団体において、

結婚・出産・子育てに関する課題を明確化し、

地域の実情を踏まえた“オーダーメイド型”の取組を

分野横断的に展開する 「地域アプローチ」 が重要

「地域アプローチ」による少子化対策とは、各地方公共団体が、結婚・出産・子育てに関わる
地域ごとの課題を明確化し、オーダーメイド型の少子化対策の取組を分野横断的に展開すること

 少子化は、就業状況や結婚・出産・子育てに対する経済的負担感など地域ごとに様々な要因が絡み合うことで生じており、
各地方公共団体で少子化対策を進めていくに当たっては、地域ごとの課題を明確化し、これに応じたオーダーメイド型の取組を
分野横断的に展開する「地域アプローチ」による進め方が重要

出生率に影響を及ぼす諸要因 –分析の観点–
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妊娠・出産知識の向上

結婚機会の増加

保育環境の整備

住宅環境の整備

働き方改革

 雇用形態、賃金

 労働環境

• 労働時間、休暇

• 通勤時間

 妊娠出産育児支援

育児費用の支援

 保育教育費

 医療費

※ 出生率分析の観点から整理したもの。

また、地域の少子化対策への ”デジタル技術の活用” については、

①若者が希望を見出し、選択を後押しできる環境の創出、 ②ユーザーの利便性向上、 ③行政の負担軽減

といった意義があり、効果的な取組を進めていく観点から、デジタル技術の積極的な活用も期待されます。
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各地方公共団体において「地域アプローチ」による少子化対策に取り組みやすい環境を整えるため、
少子化対策地域評価ツールをはじめとした様々な支援策が用意されている

 これまで｢地域アプローチ｣による少子化対策に取り組んだ地方公共団体の知見・ノウハウを活用して、｢地域アプローチ｣に関する
理解の度合いや、地域の少子化対策に関する取組の実施状況に応じた、様々な支援策について情報提供を行っている

｢地域アプローチ｣を

実践したい

｢地域アプローチ｣の

取り組み方を学びたい

｢地域アプローチ｣を

知らない・知りたい

《取組主体のニーズ》

「地域アプローチ」紹介動画

 これまで取り組んだことがない方
に向けて、「地域アプローチ」の
意義や、実践自治体が感じた
魅力・メリットを紹介する動画

 「地域アプローチ」に取り組んだ
自治体をはじめ、地域の実情に
応じた官民の効果的な少子化
対策の取組事例などを紹介

 「地域アプローチ」の考え方や、
ステップごとの取り組み方の手順を、
各ステップの実践事例とともに
わかりやすくまとめた資料

 地域評価指標のひな
型の使い方に加えて、
様々な分野のデータ
収集を助ける情報を
まとめた資料

はじめに③

「地域アプローチ」による少子化対策の推進に向けた支援

意見交換会（資料・動画）

少子化対策地域評価ツール（本体） 地域評価指標の使い方

ワークブック

 地域評価ツールの各プロセスに
対応した取組シートを活用して、
地域の実情に応じた
“オーダーメイド型”の取組の
実践をサポートする資料

 地域評価ツール本体
と組み合わせて、
地域の様々な指標に
関するデータ収集、
他自治体との比較を
サポートする資料

地域評価指標のひな型

地方創生ポータルサイトで以下のコンテンツを紹介 →

▲図やワークシートの活用例を交え、取組を解説

▲検討の進度に合わせて、自由な記述が可能


